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木賞験ノ趣旨

盗汗ノ原因二開ソ、ル従来ノ憶説､ハ主トシテ最汗

ノ直接動機トナルベキ條件ラ推測セルモノーシ

テ、現在最汗學ノ知識ヨリ観テ殆ド肯繁二中ル

モノ無シ。

久野及其門下ノ研究二條レバ、人値ノ最汗ハ總

テ紳経反射機韓ニシテ、此反射八一定ノ知受刺

戟ニョリテ惹起セラルルモノナレドモ、之ヲ受

理スベキ最汗器官ノ反島性ハ種々ノ條件ニョリ

テ容易二憂動スルガ故ニ、刺戟一定ナリトスル

モ之レニ對スルμ射ハ毎常一様ナルヲ得ズ。例

ヘバ温熱性稜汗(温熱的動機二因リテ手掌及足

脈以外ノ全身二現ノ｀ゝﾉﾚﾉﾚ最汗)ヲ司配スル中編

｡ハ寒冷ノ季節二於テハ殆ド休眠ノ状態二在ルテ

以テ、先ヅ身偕ヲ加温シテ其反島性ヲ一定度向

上セデル限り(環境温度ノ上昇、ヽ此性ヲ･噌進ス

ル作用アリ)、尋常ノ刺戟ヲ以テ最汗反射ヲ誘起

フヽルコト能ハズ。之レニ反シ夏期二在リテハ此

中編ノ反島性ハ常二噌進セルガ故二連常ノ動機

アラバ最汗反射ハ郎座二成立スベシ。之レ郎チ

人値最汗機能ノ季節的受動ノ理由ニシテ、之レ

ト同様ノ理二因ル最汗ノ受動ハ幾多ノ内的條件

ニョリテモ亦最起シ得ルモノナリ、、久野(1)(2)ノ｀ヽ

最汗器官(主トシテ最汗中編及汗腺)ノ反島性ヲ

ー括シテ之レヲ｢最汗性｣ト名ヅケ、此性ノ状態

が最汗ノ像備條件トシテ重要ノ意義アルコト及

ビ之レヲづ

解憚ハ困難ナルコトテ説ケリ。郎チ最汗最現ノ

難易ノ差７ヽ主1ヽシテ稜汗性ノ高低二起因スルコ

トトナル。

此見地ヨリ盗汗ノ理由ヲ考フルトキハ、其原因

トシテ先ゾ考慮二上ルモノノヽ登汗性ノ病的噌進

ナリ、、而シテ近年小菅(3り行ピクル睡眠時登汗

二開スル賓験ハ此推定二條ル盗汗ノ説明二便宜

ナル材料テ奥ヘタリ。目]チ其成績二條レバ、健

康者ハ普通室温二於テ睡眠スルトキ、ヽ登汗ヲ起

すデレドモ、室温上昇シテ登汗性が増進セリト

思ノ｀ゝﾉﾚﾉﾚ時(従ツテ夏期)ニ睡眠スレバ自然二登

汗ス。郎チ睡眠時ノ登汗｡ハ像ノ被験者ノ稜汗性

が噌進セル場合二限リテ起ルモノニシテ、其稜

現ノ遅逍ハ凡ソ登汗性噌進ノ程度二比例ス。恐

ラク睡眠･ハソレ自己が登汗性ヲ増進スル作用ア

レド゛モ其増進ノ程度ハ多大ナラデルガ故二普通

。’｀之レノミュテハ登汗テ起スニ至ラズ。然レド

モ像バ

向上更二累加セラレタルトキノヽ登汗器官ハ軽微

ノ刺戟ニモ反庖スルコトトナリ、茲二於テ認ム

ベキ尋常ノ動機無クシテ登汗ノ登現フ、ルニ至ル

モノナラン。是等事賓二條レバ盗汗ノ理由トシ

テ第一二推測セラルル・ヽ盗汗患者二登汗性ノ病

的充進アルコトーシテ、若シ之アラバ睡眠中ノ

登汗７｀'浩然ノコトトナルナリ。

此推定ニシテ具ナリトい

汗性ノ低下ヲ目的トスルラ至常トフ、。而シテ登

汗性が高張食堕液叉ハ高張糖液等二因リテ下降

スルノ事賓(西堀(4)、伊藤及小菅(5)、柏原(6)、伊

藤(7りニ基キ、西堀及林(勺ヽ盗汗患者二高張葡萄

糖液テ注射シテ著シキ制汗ノ奴アルコトヲ･認

へ其後部能(9)モ亦其奴果ノ賓在ヲ認・･タリ。
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自]チ上記ノ推論ノヽ既二盗汗ノ治療法二施用セラ

ルルニ至リタレドモ、宣ノ｀ヽ盗汗患者ノ登汗性が

真二噌進シ居ルヤ否ヤノ問題二開シテハ未グ賞

験的ノ澄明無シ。著者ハ此賓否ノ判定が盗汗研

究ノ基礎トシテ必要ナルヲ感ジ、之レテ目的ト

シテ本編ノ賞験テ行ヒタルナリ。

賓験方法

本賓験。･ヽ健康者ト盗汗患者トニ就キ登汗性ヲ比

較スルラ目的トスルモノナルガ、登汗性ハ環境

ノ條件ニョリテ受動スルヲ･以テ次ノ如キニ鮎ノ

注意ヲ必要トス。

(１)夏期二於テ刈

ク上昇シ且気温二従ツテ動揺スルヲ以テ、此時

期二於テノ｀ヽ其正常ノ標準ヲ定ムルコト能ハズ。

故二賓験ハ之lノヲ･參期二於テ行ノヽデルベカラ

ズ。然ルニ患者二在リテモ、盗汗ノ症状ハ夏期

二於テ甚グシク、參期二此症状ヲ呈スル者少キ

ヲ以テ邁常ノ患者ラ得ルーニーダヽ多少ノ困難ザ感ジ

タリ。本賓験ニハ結核患者ニテ其一般症状重篤

ナラズ、而モ冬期中常二盗汗ヲ患フル者ノミヲ

選揮シタリ。

(２)賓験常時ノ環境條件拉二登汗ヲ誘起フヽル動

機ハ各賓験二於テ正確二一致セデルベカラズ。

然ラデレバ登汗性ハ動揺シテ相互ノ比較困難ト

ナル。故二被験者ノヽ先ヅ長時間、温度及温度ヲ

一定セル室内二滞在セシノ然ル後賓験二著手セ

ルコト後述ノ如シ。

以上ノ注意ノ下ニ、健康者ト盗汗患者トノ２群

二就キ、登汗登現ノ遅速、其噌進ノ状況及汗量

等ザ目標トシテ登汗性ノ高度ヲ判断シ比較セ

リ。此責験ハ總テ常病院ノ稜汗室(久野臥)内二

於テ行ヒ、20平方糎ノ皮膚面ヨリ毎５分間二放

散セラルル汗量ヲ･連鎖秤量フ、。測定部位八一般

皮膚面ノ代表部、印チ温熱性登汗テ代表フ、ル部

トシテ左側前胸部及左側手背ラ選ビ、常二此ノ

２個所二於テ同時二測定テ行ヒタリ。稜汗室ハ

常二乾球温度25度或､ハ23度、漁球温度18度、

印]チ温暖ナレドモ未グ登汗チ誘起スル惧レ無キ

状況トナシ、被験者ノヽ早期空腹時、此内二在リ

テ１時間以上安静テ守ラシヘ然ル後始ノテ賓

験サ開始セリ。登汗テ誘導セシムル方法トシテ

43良或ハ41度ノ一定温ヲ保テル浴槽一雨側ノ

下脚テ浸サシ人此時期ヨリ汗量ノ測定ヲ開始

セリ。卸チ何レノ賓験二於テモ被験者ダヽ同様ノ

環境内二在リテ同様ノ登汗動機ヲ禽ヘラレタル

ナリ。被験者ノ'ヽ大部分ノ賓験二於テハ猿股ヲ穿

ツノミナレドモ、一部ノ賓験二於テ・ヽ寝衣サ着

シタル場合アリ。賓験ヲ･行ピクル時期ハ１月上

旬ヨリ３月上旬二至ル冬期ノ間ニシテ、被験者

中第１群ハ健康ナル壮年男子、第２群､ハ常院内

科二入院シ或ハ外来ヲ訪レタル患者ナリ。

以上ノ賓験方法ハ被験者が賓験期間中一定ノ態

勢チ維持スルコトヲ必要トスルモノナし・バ、患

者ノ病状ニョリテ・ヽ此事困難ナル場合アリ。

斯ノ如キ患者二於テノヽ登汗ノ計量二代フルニ

Minor氏登汗著色法(小坂(11))テ用ヒタリ。本法

｡・ヽ皮膚二保ｙ沃度酒精液ヲ･塗布シ、乾燥後其上

二澱粉末ヲ撒布スルモノニシテ、登汗ハ黒鮎叉

ハ黒斑トシテ認識セラル。此種ノ賓験ハ上述方

法二條ル賓験ノ追加トシテ少倣例テ試ミタルニ

過ギズ。登汗室ノ條件及登汗誘起ノ方法ハ同前

ニシテ、脚浴開始後皮膚二小黒鮎出現シテ皮膚

ノ色調が白色ヨリ褐色二受ズルニ至ル迄ノ時間

ヲ･測定シ、之レヲ健康者ト盗汗患者トニ就キ比

較セリ。

賓験成績

　　　　　

1．

　

健康者二於ケル賞験

本群ノ責験・ヽ18歳乃至30歳ノ健康ナル男子33

名二就キ合計35同之ヲ･行ヒタリ。其大牛ハ登

汗室温ヲ乾球25度、漁球18度トナシ、43度ノ
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第2表 健康者足浴獲汗實験(附)

(室温、乾球温度25.0つ 漁 球温度18.0。 浴温43・0。)

難礪 野時1354・115;5・15516・165

例 刎215112!7i↓ 回2

第 一 圖(F・9.1)健 康 看 足 浴 盗 汗 寓 験

4

2

0

6

b

4

2

0

4

か 噛一.司 レ'ρ

拶

SA

'ρ

0

SB
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初 験 盾 ■ 宥啄鮪 節 一日

空,&◎ Σ1釈温度25&轟 脈 温度9δ厘

SA左 手 甘 干蚤

seた4莇0汗 璽

窃領 閣 轍■貞」り45度,雨 下脚;替,{〒7

雨 下脚 浴 テ行 ヒタル實験 ニ シテ、 此條 件 二於 テ

ノ・毎回必 ズ長時 ノ潜伏期 テ経:テ軽 度 ノ褒 汗登 現

セ リ。此経過 ノ概 要 テ示 ス爲 メ就 中代 表的 トモ

観 ルベキ1例(第1表 第5號)テ 第1圖 二示 ス。

本圖拉 二後揚詰 圖 二於 テ、脚浴 ハ圖 ノ左端(即 チ

↑Bノ 部)二 於 テ開始 セ ラレ全 實験 中綴緬 セラ

レタ リ.本 圖 二於 テノ・此脚 浴開始後約35分 間

ノ・胸部及 手背共 二未 グ登汗 セズ。但 シ両所 ノ曲

線 ・・此間時間 ノ経 過 ト共.,斬 次僅 一上昇 シタ レ

ドモ、此程度 ノ増進 ノ・不感蒸泄量 ノ憂化 ト観 ル

ベ キモ ノーテ 登 汗 ト云 フヲ得 ズ。 浴後35分 二

於 テ前額及鼻尖部 ノ皮膚 ノ・漁潤 シテ光澤 ノ増加

テ認 メタ レ ドモ曲線 上 ニノ・未 ダ明 カナル登汗 ノ

徴無 キ コ ト上述 ノ如 久 次 ノ5分 間 二於 テ始 メ

テ曲線 上昇 シ登 汗 ノ開始 ラ示 入二至 レリ。浴後

45分 ニ シテ前額及 鼻尖 ニノ極 メテ微 細 ナル汗滴

ラ認 メ、測 定部 位 ノ汗量 ノ・手背部 二 於 テ11・5

薩 、前胸部 二於 テ6.8匙 トナ レル コ ト圖 二示 ス

ガ如 シ。

之 レ ト同様 ノ實験 ハ合計32同 之 ラ行 ヒ タ リ。今

其成績 ラ総括 シテ掲グレバ第1表 二示 スガ如

ク、而 シテ共議汗登現時貼 ノミラ一括 スレバ第

2表 二示 スガ如 シ。

是等成績 テ総括 スレバ、上述 ノ實験條件下二於

ケル登汗ノ・早キノ・脚浴開始後35分 、逞 キノ・65

分 ノ間、就中大多数 ノ實験 二於テハ45分 又ハ

50分 ニシテ始 メテ獲現 セリ。登汗登現時貼 二於

ケル汗量ノ・最小6.2死 ヨリ最大15.1殖 ノ間二

在 リ、登汗登現後 ノ汗量 ノ増進緩徐 ナリ。即チ

此種實験 ノ成績ノ・各實験凡 ソー致 セルラ以テ、

之 レテ以テ健康者ノ褒汗性 テ表示 スルモノト見

倣 スラ得ベ シ。

以上 ノ實験二依 リ健康者 ノ登汗状況 ノ大要ラ知

ルヲ得 タルモ爾ホ試 ミニ登汗誘導方法 テ減弱

シ、即 チ室温 テ乾球温度23度 、漁球温度18度 、

浴温ラ41度 二低下 シテ實験テ行 ヒタリ。第2

圖二掲 グルノ・其1例 ニシテ、脚浴開始後60分 テ

第二 圖(Fi32)健 康看足 浴餐汗實験
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被 馳 看 ■ 富 騎季節 二 月

堂 混 戦 躁,&度25壇 虞∫表温度16麿

SAl左 手甘,干量

5B左 胸 部 汗量

官 船 悶 指o櫓門41虚 ・繭'F脚;谷9行 ・

経過 スルモ未 グ正確 二登 汗 ノ獲現 ラ謹 スルニ至

ラズ。本實験 ノ・合計3同 二過 ギザ ルモ何 レモ同

様.ノ結果 テ得 タリ。 サvバ 健康者 二在 リテ確 實

二登 汗 ラ誘起 スル三八少 ク トモ第1圖 二於 ケル

程度 ノ實 験條件 ノ必要 ナル コ トヲ知 ル。

2.盗 汗患者 二於 ケル實瞼

本辞 ノ質 駒ノ・結核患者 ニ シテ、18:歳 乃 至30歳

ノ病 症中等及輕症 ナル者 ノ中、常 二盗 汗 ヲ訴 フ

ル者 デ選 ビ、肺浸潤症5名 、肺尖 「カ タル」7名 、

肋腹膜炎1名 、合計13名(内 、男子11名 、女子

2名)二 就 テ合計13同 之 テ行 ヒタ リ。但 シ實験
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前装汗 二攣動 ラ來 スガ如 キ薬 物 ノ投與 、注射等

テ避 ケタルノ・論 う挨 タズ。本 實験 ・前項健 康者

トノ登汗性 ノ比較 ラ主眼 トセ・レテ以 テ、其大牢

二於 テノ・實験:ノ諸候 件=r第1囲 質駒 二於 ケル ト

第 三 圖(Fl95)盗 汗 色 香 足 浴 盗 汗 窃 験
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搬 馳 者 ■ 朝 食季節 一月

室 温 幹 套蓑漏度25慶,P躍 鹿皮`δ度

5A反 手翫斤堅

5B左 胸節;予響

官船 蘭燈時四・45塵,南下既9洛冒〒,

同様 トセリ。 即 チ室温 ・・乾球25度 、漁球18度

ニ シテ43度 ノ雨下脚 浴 テ用 ピタ リn然 ルニ 其

成績 ノ・健康者 二於 ケルモ ノ ト大 イニ異 リ、登 汗

ノ登現 早期 ニ シテ土曾進 亦顕著 ナ リ。其代表的1

例(第3表 第2號)ノ ・第3圖 二 於 テ 見ル ラ 得ベ

シ。本 圃 二於 テノ・脚 浴開始後15分 間 ハ 不 感蒸

泄 ノ状態 二在 リ。但 シ15分 後 ニノ・被験 者 ノ前

額及鼻尖 ノ皮膚 二漁潤 ノ徴 ア リ其 光澤 ノ増加 デ

認 メタ リシモ、曲線上未 グ瑳汗 ノ表現 セザ リシ

コ ト恰 モ第1圖35分 ノ状 態 二 於 ケル ト同様 ナ

リシガ、更 二3-4分 ニ シテ是等 ノ部 二微細 ナル

汗滴現 ノ・v,曲 線 二於 テノ・15-20分 間 ノ5分 間

二於 ケル測定時 二銑 二手背部 二於 テ22.1彪 、前

胸 部 二於 テ22.5彪 ノ顕著 ナル登汗 ヲ 見 ルニ 至

レリn次 ノ5分 間 二於 テノ・登 汗夏 雲増 加 シテ手

背部 二於 テ28.0彪 、 前胸部 二於 テ31.4竈 トナ

リ、爾後更 二漸 檜 セル コ ト圖 ノ示 スガ如 シ。

此程 ノ實験 ノ・合計11同 行 ヒ殆 ン ド常 二 之 レニ

類似 セル成績 ヲ得 タ リ。 第3表 ノ・是等諸實験 ノ

成績 テ示 シi就 中畿汗叢現時黙 ノ ミヲ・____.括ス レ

バ第4表 二示 スガ如 シ。

第3表 盗汗患者足浴獲汗實験(室 温、乾球温度25.0。 渥球温度18.0。 浴温43.o^)
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(摘要、太字八雲汗獲現時貼 ノ汗量ヲ示ス)

第4表 盗汗患者足浴登汗實験(附)

(室温、乾球温度25.0。 湿球温度18.0'浴 温43.0。)

駿汗獲現時鮎「分) ・・1・512・125

例 数 3141 31 1
一

即 チ盗汗患者 テ乾球温度25度 、漁球温 度i8度

ノ登汗室 内 二於 テ、43度 ノ脚浴 ラ行 ヒ嚢 汗 ラ誘

起 セ シムル場合 ニノ・、 畿汗ノ・早 キノ・脚浴 開始後

10分 、邊 キノ、25分 ニ シテ褒現 セ リ。 登 汗畿現
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時貼 二於 ケル汗量ノ・最小10.3殖 ヨ リ最大22・5

殖 ノ間._一.アリテ顯者 ナル登 汗 ヲ示 シ、 且 ツ登 汗

登現役 ノ汗量重曹進 モ亦迅 速 ナ リ。此種實験 ノ成

績 ノ・各實験 トモ同・一傾向 テ示 シ、之 テ以 テ盗 汗

患 者 ノ登 汗性 テ表示 スルモ ノ ト見徹 シ得 ベ シ。

本辞(盗 汗患者)ノ 實験成績 テ 前項第1群(健 康

者)ノ ソレ ト対比 スル三次 ノ如 キ結論 ヲ得 。即 チ

盗汗患者 ノ・健康者 二比 シ同一條件 ノ登 汗動 機 二

封 シt(1)登 汗 ノ登現迅速 ニ シテ、(2)其 後 ノ

増進亦顯著 ナル ラ以 テ、(3)汗 量 モ亦 多大 ナ リ。

今此 ノ比較 テ便 ニスル タメ雨群 ノ實 験中、其成

績 が夫 々中庸 ラ 得 タリ ト思ノ・ルル2例(第1表

第17號;及 第3表 第7號)ラ 選 ビ、 之 レテ曲線 ト

シテ1圖 二位記 スル トキノ・第4圖 二示 スガ如 キ

關係 トナル。即 チ健康者 二於 テハ脚 浴開始後55

分 ニ シテ漸 ク登汗登現 シ、最 高汗量ノ・手背部 二

於 テ10.8殖 、 前胸部 二於 テ9.8雇 ナ ル の、盗汗

患者 二於 テノ・25分 ニ シテ既 二登汗登現 シ、最高

、
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1匿,昼 やZ!承,呂 虐25厘 。a3莱』邑遭:,8塩

害 雅 開 始a為 門43尼'繭 下脚 ・谷,そ〒7

60㎜

ガ雨者共 二著明 二登汗 セ リ。第5圖 拉 二第6圖

SA2,SB2ノ 曲 線ノ・即 チ其成績 ナ リ。 第5圖 二

於 テノ・脚浴 開始後15分 ニ シテ畿汗登現 シ、汗量

ノ・初 メ急 二、後徐 々 二増加 シテ結局手背部 二於

テ15.6彪 、 前胸部 二於 テ13.4涯,ト ナ レリ。
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第６圖ハ盗汗患者二於タル他ノ１例ト、同一條

件ノ健康者ノ１例トテ組合セ圖示セルモノニシ

テ、健康者ニアリテハ脚浴開始後60分テ経過

スルモ登汗登現セデルニ反シ、盗汗患者ニアリ

テハ30分ニシテ顕著ナル脅汗アリ。郎チ本圖

ノヽ健康者二在リテ・ヽ未グ登汗ヲ誘起シ得ずル軽

度ノ動機が盗汗患者二對シテハ充分晋汗ノ原因

トナリ得ル開係ヲ示スモノナリ。

　　　　

3. Minor氏法ニョル賓験

Minor氏法ニョリ皮膚ノ脅汗二因リテ著色ス

ルニ至ル迄ノ時間ヲ比較スル賓験ハ18歳乃至

30歳ノ健康者９名（内、男子7、女子２）ト、22

歳乃至33歳ノ患者、肺浸潤症６名、肺尖「カタ

ル」３名、合計９名（内、男子6、女子3）トニ於

テ試し

度、漁球18度、脚浴温ハ43度或ハ41度トシ、

847

脚浴開始後毎５分間ヲ軍位トシ其時間内一皮膚

著色ノ有無テ検セリ。第５表拉二第６表二示ス

ハ其成績ニシテ、本法ニョリテモ亦明カニ盗汗

患者二於テ登汗反座ノ迅速ナルコトヲ･鐙シ得タ

リ。

第５表

　

Minor氏晋汗検査法二依ル螢汗費現時鮎

(室温、乾球温度25.0°温球温度18.(r浴温43.0°)･

晋現時髭(分)

敷 健康者

盗汗患者

４
ト
６
ぶ

Ｏ
－
５

ｄ
ｌ
－
4

5
1
1
0

－
0
1
１
０
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1
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ｉ
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０

”･

１

　

　 　

〇
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第６表

　

Minor氏我汗検査法二依ル晋汗我現時鮎

(､室温、乾球温度23.0°混球温度18.0°浴温41.0°)･

例

　

敷

考

　　

按

以上賓験ノ成績二條レバ盗汗ヲ患フル結核性患

者ハ醒曼時二於テ、一定ノ動機二對フヽル登汗反

庶ノ登現健康者ヨリモ迅速ニシテ汗量モ亦多

ク、且ツ健康者二對シテハ登汗ノ原因トナリ得

デル軽度ノ動機二對シ克ク登汗ス。此事賓ハ患

者ノ登汗器官が刺戟二對スル感受性ノ大ナルコ

トテ示スモノニシテ、郎チ像想ノ如ク是等患者

二於テハ登汗性充進ノ状態二在ルナリ。

元来登汗性ハ瓊境條件ノ宛化二件ヒテ受動スル

モノナレドモ、本責験二於テハ被験者ハ常二同

様ノ温度及温度ヲ有スル室内一長時滞留セル

後、賓験ラ施サレタルモノナレバ、其成績ノ差

異が外的條件二起因セデルコト明白－シテ、従

健康者

盗 患

Ｌ
Ｏ

0
1
5

は
レ
レ
目

［
ａ
’
ｌ
ｌ
ｏ

　
　
　
　

１

ｌ
ｌ
・
ｉ

Ｏ
一
〇

１
０
一
〇 帽今川に 回6ｊ

ツテ其原因ハ之レヲ･膿内二求ノ‘デルベカラズ。

如何ナル内的條件二因り患者ノ登汗性が充進セ

ルカノ問題二就テハ現在全ク答フルコト能ハデ

レドモ、例ヘバ結核毒素ノ作用二因ル登汗中枢

ノ興奮性ノ噌進ノ如キハ推定上頗ル可能事ト思

ハレ今後研究テ要フヽル題目ナリ。

兎二角盗汗サ患フル者ノ登汗性が醒受中充進ノ

状態二在ルコト事賓ナリドハレ’バ、睡眠ニョリ

テ更二稜汗性ノ上昇セル時、有中温度其他弱少

ノ登汗動機ニョリテ脅汗ノ登現シ得ルノゝ常然ノ

コトＪ－シテ、印チ睡眠中八本賓験二用ピクル低。

温脚浴ヨリモ一層軽微ノ動機が脅汗ラ起フ、コト

トナル。是レ郎チ盗汗登現ノ理由ナラン。

摘

　　

要

本編ノ賓験ハ盗汗患者ト健康者トニ於ケル登汗

性ノ比較ザ目的トシ、同一瓊境二於テ同一動機

二因ル登汗状況ヲ雨者二就キ観察セリ。

　

1．

　

乾球温度25度、温球温度18度ノ室内ニ

於テ43度ノ雨下脚浴ヲ･行フトキ、盗汗患者ハ健

康者二比シテ登汗ノ登現逢カニ速ク、汗量ノ考

加モ亦大ナリ、、

　

2．

　

登汗誘導方法ヲ･減賜シテ室温テ乾球23;



度、湛球18度、浴温ヲ41度二低下シタル場合

ニハ、健康者ノヽ登汗セズシテ盗汗患者ノヽ容易二

脅汗ス。

　

3．

　

以上ノ事賓ニョリ盗汗患者ノヽ登汗性充進

ノ状態二在ルコト明白ナリ。

本責験八名古屋醤科大學久野教授ノ指導ニョ

リ、日本學術振興會ノ援助ヲ以テ行ハレタルモ

ノナリ。特記シテ感謝ノ意ヲ表ス。
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